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第二次世界大戦を契機 として日本の服飾界は和服

から洋服へ と大きな転回が行 なわれている。それにもか

かわらず従来日本月殴雄史を緒いてみると農 民服飾に関す

る研 究はほ とんど行なわれず，その種類 も形態さえもが

如何あ る０かさえわからない現況である。そこで昭和初

として農 民服飾研究を行

い江戸時代以降どのような変化を辿 っていったかを全国

的 に観察してみた。

２　服飾 の研究は文献, 絵 画，遺物と民 俗学的 ききと

り調査を行い／江戸 時代の研究では幕府なり大名な りが

農民 の衣生活に関してどの様 な取締 りを行 ったか，また

文献 にあ らわれた服物の推移をも絵画と併考して みた。

３　四民 の中で武士 に次く鴇 級であ りなかか ら町人よ

りも衣生活 のまずしかったのは農民で，年貢皆済 のため

に服飾は自給自足を よぎなくされたか，それ も世相の混

乱と生活向上につれて幕末になると華美 な服飾品をもつ

ものがあらわれはじめてい る。


